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0

小計 30

○ ○ 観察・作業

0

6 表現を楽しむ ・卒業制作
12

0

0 　原稿用紙20枚以上の小説・エッセイを書く ○

0

0
11

0 ・発表者への質問を想定し、その回答を考える。

0

0 ・説明すること、報告すること、提案することを分別した原稿を作成する。

0 ・効果的なプレゼンテーションのための工夫を考える。 ○ ○ ○ 観察・作業

2 ５　メディアを駆使する ・メディアと情報についてより深い理解を得る。 ○

10

0 ・クラス内で、グループごとの面接、もしくはリモート面接を実施する。

12 ６会話・議論・発表 ・スピーチの工夫を考える。

○ ○ 観察・作業

0 ・面接(個人・集団)の形式を理解する。

0 ・志望理由、志望動機を作成する。
9

8 ４　自己ＰＲと面接 ・進路希望先と自分自身とのマッチポイントを整理する。

二

学

期

8 2

0 ・履歴書、自己推薦書を作成する。 ○

小計 26

2 表現を楽しむ ・販売する商品にまつわる「物語」を考える。 ○ ○ ○ 観察・作業7

0 ・自己ＰＲのポイントを整理する。

0

4 ４　自己ＰＲと面接 ・自分自身を客観的な文章にする。 ○ ○ ○ 観察・作業

0
6

0

0

0

0

0 ・進路希望先に合わせた実践的な小論文を作成する。

5

0 ・課題文型小論文を題材に、読み取る力を身につける。

0

観察・作業

0 ・統計やデータを適切に処理する。

0 ・自分の意見を持ち、それについての反証を想定する。 ○ ○ ○

0 ・文章の構成を工夫する。

思 主

一

学

期

4

20 ３　小論文・レポート入門 ・「作文」と「小論文」の違いを理解する。

C Ｂの状況に達成していない段階である。

学

期
月

予
定
時
数

単 元 具体的な学習内容
評価の観点

評価方法等
知

Ｂを上回る状況を達成している。

B 「話すこと・聞くこと」において、相手の主張を理解し、自分の意見や思いを伝えている。「書くこと」において、場面や相手に応じた分かりやすい文章で表現している。「読むこと」において、文章の意図を適切に読み取っている。

C Ｂの状況に達成していない段階である。

主体的に取り組む態度

A Ｂを上回る状況を達成している。

B 伝えようという意図を持って自分の思いをまとめようとし、適切な表現を選択しようとしている。

評価
規準

知識・技能

A Ｂを上回る状況を達成している。

B 場面に応じた適切な表現や言葉遣いについて理解し、適切な表現で伝えている。

C Ｂの状況に達成していない段階である。

思考・判断・表現

A

評価の
観点

知識・技能 国語の特質を理解し、適切に使っている。

思考・判断・表現 各領域において、他者との関わりの中で伝え合う力を高めている。
主体的に取り組む態度 「学習の留意点」に沿って、積極的に作業に参加し、言語感覚を磨き、言葉を効果的に使って伝える姿勢で取り組んでいる。

科目の目標
①進路活動を意識した実用的なスキルと、生涯にわたって言語生活を豊かにする態度を身につける。
②「とままえ学」や「総合的な探究の時間」と連携し、分析・総合する力を身につける。

学習の内容と進め方
①履歴書や小論文作成等を意識した「書く作業」、面接等を意識した「話す・聞く作業」を偏りなく進める。
②商業科と連携し、「販売実習会」や「体験発表会」における具体的な作業を意識した内容を盛り込む。

学習の留意点 言語を使って意思の疎通を図るための様々な方法を意識するとともに、スキル向上のための知恵を得る。

国語表現
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